
(17) 議会だより

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

へ
と
現
在
進
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

研
修
内
容
は
、
日
々
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
、
基
本
的

な
操
作
方
法
を
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
見
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向

け
て
の
、
第
一
歩
と
な
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
議
会
定
例
会
終

了
後
、
議
員
14
名
と
執
行
部
が

参
加
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
東
日
本
大

震
災
時
に
、
情
報
配
信
基
盤
が

不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
住
民
へ

の
情
報
の
周
知
が
十
分
に
で
き

な
か
っ
た
課
題
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
、
情
報
通
信
技
術
の
利

活
用
を
通
じ
て
、
効
率
的
・
効

果
的
に
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、

「
災
害
に
強
い
情
報
連
携
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
し
た
こ
と
に
伴

い
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
災
害
に
強
い
情
報
連
携
シ

ス
テ
ム
」
は
、
災
害
時
に
お
け

る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
を
迅

速
か
つ
正
確
に
行
い
、
更
に
役

場
と
避
難
所
と
の
双
方
向
の
情

報
送
受
信
を
実
現
す
る
た
め
の

環
境
整
備
を
整
え
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
役
場
庁
舎
内
を
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
化
し
、
住
民
に
開
放
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
利
活
用

す
る
こ
と
に
よ
る
議
会
資
料
等

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
推
進
の
た

　

研
修
の
中
で
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
災
害
の
防
止
ま

た
は
軽
減
を
図
る
上
で
、
行
政

や
防
災
関
係
機
関
の
み
な
ら
ず
、

住
民
が
自
主
的
に
防
災
活
動
に

参
加
し
、
地
域
で
助
け
合
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
自
主
防
災
組

織
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
石
川
町
で
の
防
災

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話

も
伺
い
、
お
互
い
よ
り
良
い
防

災
活
動
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

意
識
づ
け
合
い
ま
し
た
。

　

石
川
町
議
会
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
、
福
島
県
石
川
町

議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の

関
根
武
一
委
員
長
及
び
大
野
峯

議
長
ほ
か
４
名
の
議
員
と
随
行

職
員
あ
わ
せ
て
８
名
が
、
行
政

視
察
の
た
め
、
本
村
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
、
正
副
議
長
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
長
、
村
か

ら
は
中
島
村
長
、
総
務
課
職
員

あ
わ
せ
て
６
名
が
同
席
し
、
本

村
の
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

自主防災活動での意見交換

議会改革の第一歩として

美浦村役場前にて

行
政
視
察
受
け
入
れ
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入
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